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研 究 主 題

人間としてよりよく生きようとする力を育てる道徳の時間の指導

1研 究主題設定の理由

道徳教育 は人生をよりよく生 きるための道徳性を育成 し,生 徒一人一人の人格 の形成 を図 っ

ていくことをね らいとしている。人 は人 とのかかわ りの中で望 ま しい生 き方や人間 らしく生 き

ようとす る生 き方を追求す るものであるが,成 熟化 した現代社会 は生徒達の人格形成 にとって

必ず しも良 い環境 とはいえず,む しろ多 くの弊害を生み出 している。

経済的繁栄の中で高度情報化社会が進展 し,都 市化 に伴 って地域社会が崩壊 した。これ らの

社会変化 は生徒 の心身や生活に様々な影響 を与えてお り,規 範意識 の低下や耐性の欠如,他 者

への思 いや りや感謝の心の減退 などの課題 として現われてきている。また価値観が多様化す る

とい うことは,個 性が生かされることとして とらえることもできるが,反 面 それは他者への無

関心や自己中心性の表われとも受 け留め られ,心 の荒廃に もっながる道徳的価値観の喪失 を意

味 しているのである。 この状況に対 して,今 日学校教育に強 く求 め られていることは,人 間 ら

しい道徳性に支えられた生 き方を生徒一人一人 に自覚させる指導 である。

中学生 は心身両面の発達が著 しく,他 者 との連帯 を求めると同時 に自我意識の高まりによっ

て不安や動揺 も激 しく,他 者 との葛藤や大人への批判 も増大す る時期である。自己の独 自性確

立への模索を通 して自分 自身への生 き方への関心が高まる時期である。このような時期を とら

えて,人 間 としての生 き方 に対する生徒の考えを深めさせ,自 己 と他者 との望ま しい人間関係

の中で自己実現 を図 らせ るために,道 徳 の時間は大 きな役割を持 っ ものである。

上記の課題に こたえ るために,道 徳の時間の指導では,よ りよい生 き方を目指す指導の中で

生徒の豊 かな道徳性 を養 い,道 徳的実践力を育成 してい くことに主眼を置 く。 しか し何 よりも

その根底には,常 に人間尊重の精神を据 えて,道 徳性の内面的充実 を図 ってい くことが重要で

あると考える。

以上の ことか ら,研 究主題を 「人間 としてよりよ く生 きようとする力を育てる道徳の時間の

指導」 と設定 した。そ して第一分科会は,主 として他 とのかかわ りに関することに視 点を置 く

内容項 目2-(5)を,第 二分科会 は,主 として集団や社会 とのかかわ りに関す ることに視点を置

く内容項 目4一 ①をそれぞれ取 り上 げ,内 容項 目のとらえ方,生 徒の実態の把握 資料の検討,

指導過程や指導方法の工夫などにっいて研究することを通 して,研 究主題に迫 ろうと考えたの

である。
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皿 内容項目2-(5)「 他に学ぶ広 い心」 についての指導(第1分 科会)

1,主 題設定の理由

人間 は一人では生 きられず他人 とのかかわ りなしには存在 し得 ない。人 にはそれぞれ,も の

の見方や考え方 があることを理解 し,学 ぶ ことによって,こ れまで知 りえなか った知恵を受 け

継 ぎ,自 らの人生をよ り一層豊かにす ることがで きる。 自分にとってはまったく思 いもかけな

い見方や考え方 があることを知 ることで,他 者 のなかに異 なる自分を発見 し,自 分のなかに他

者 の立場 を理解 しようとする心が育っのである。そこにs自 分の個性 を知 り,他 者の個性 を尊

重す る相互理解が生 まれ るのである。 し牟 し,現 代の物質万能主義的社会の風潮を顧みるとき,

物 に毒 され心が育たない環境 とな りつっあると考える。また,価 値観 の多様化はますます人の

ふれあいを希薄な ものに しているともいわれる。

このような社会の中では,や や もす ると自己本位 にもの ごとを考えがちな傾向が見 られる。

その結果,他 者への思いや りに欠けたり,考 え方や見方が異なると敵対視 してしまった りす る

ことがある。人間は相互 の心の交流や信頼関係,さ らには,他 に学ぼ うとする気持 ちな くして

は人間と しての成長はあり得ないのである。そこで,人 間には,そ れぞれ個性や立場があ り,

異なったものの見方,考 え方があ ることを理解 し,他 者か ら学ぶ広 い心を もっ ことが大切 とな

る。また,自 他の過ちや失敗を謙虚に受 けとめる相互理解や相互信頼を学 び,今 後の自分のよ

りよい生 き方を見っめ,考 えることに生 か してい く必要がある。

中学生の時期 は身体的 にも精神的に も成長発達が著 しい。 しか し,自 分 の立場や考えを強 く

主張 したり,固 執 したりす る傾向が強 くな り,他 か ら学 ぼうとす る謙虚 さや異なった考え方を

理解する心 に欠 け,家 族や友人の間に も意見の対立や摩擦が生 じやすい。

このように,も のの見方,考 え方が人によってそれぞれ異 なることを十分に理解 し,自 己の

内面を見つめ,自 分自身 にっいて反省 し,今 後の生活に生か して自己を高めよ うとす る態度 を

身にっけることが必要である。生徒が しだいに自我を確立 してい く中で自分を振 り返 り,自 ら

の不完全 さを知 り,ま た他の人の言 うことに謙虚 に耳を傾 け,積 極的に他に学ぶ態度を育てる

とともに,自 他の個性や立場を尊重 し,安 易に妥協す ることなく協力 し合 う広 い心を身にっけ

させたいと考える。

以上のことか ら,第1分 科会で は 「人間 と してよりよ く生 きようとする力を育てる道徳の時

間の指導」 として,内 容項 目2-(5)「 他 に学ぶ広い心」を取 り上 げ,内 容項 目の と らえ方,

生徒の実態,資 料の検討,指 導方法 ・指導過程の工夫等の研究を進めることにした。
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2.研 究の内容と方法

(1)内 容項 目2-(5)の とらえ方

内容項 目2-(5)は,「 それぞれの個性や立場を尊重 し,い ろいろなものの見方 や考え方 があ

ることを理解 して,謙 虚に他に学ぶ広 い心をもっよ うにする。」(中学校学習指導要領道徳)で

ある。 この項 目は,他 者 との関係 のなかで自己のよ りよい生 き方 を考 えてい くとい う視 点2

「主 として他の人 とのかかわ りに関す ること」の一っ として位置付け られて お り,こ こでい う

「広い心」 とは,安 易に妥協す ることではな く,他 者 のよさを信 じる寛容の姿勢を もちなが ら,

謙虚に他に学んでいこうということが主 旨である。

中学生 ともなると,身 体的 ・精神的発達が著 しくなり,そ れにともなって自我 に目覚 め,さ

まざまな物事に対 して自分なりの価値観をもち,そ れを強 く主張す るようになる。 しか し,生

活経験が浅 く,社 会性 も希薄である彼 らの考えはとか く独善的 になりがちで,自 分の立場や考

え方のみに固執 して しま う傾向がある。その結果,他 者の立場や気持ちを理解 しようとす る姿

勢が薄れ,異 なる意見や考え方 を一方的に非難 しよ うとす る面 もあ り,周 囲 との意見の対立や

摩擦 も生 じやす くなる。

入 は一人で は生 きていけない存在であり,

本来的に他者 とのかかわ りの中で,自 らを向

上 させていくものである。よって,自 己を向

上 させていく一っの鍵 は,他 者 と接す る人間

社会その ものにあることを深 く認識 しな くて

はな らない。っま り,人 にはいろいろなもの

の見方 や考え方があるという現実を認 め,そ

れを尊重 してい く姿勢を もったとき,は じめ

て自己を客観的に見っめる目を持っ ことがで

きるのである。その後 に,人 は自己を客観視

す るなかで自 らの足 らざるを知 り,他 者の意

見や考えを謙虚 に受 け入れて向上 していこう

とす る。それが,結 果 としてよりよい自己実

現にっなが っていくのである。

以上,述 べた ことを構造的に表 してみると

図1の ようになる。

轍騰麟
難ii難

鰐

㌦麟
図1

一4一



② 生徒の実態 と各学年 のね らい

「個性を生かす こと」,「自他 を尊重す ること」,さ らには 「他 に学ぶ広い心」について,中 学

生の実態を把握 し実際の指導 に生かすために,ア ンケー トによる実態調査を実施 した。

調査期間:平 成5年9月 上旬

調査地域:葛 飾,江 戸川,墨 田,練 馬,保 谷,立 川,多 摩

調査人数:1年 生246名,2年 生243名,3年 生239名 計728名

アンケー ト項 目については,そ れぞれ下記のような視点で質問内容を設定 した。

〈質問1>「 個性」 という言葉のイメージとその生か し方 をどのようにとらえているか。

<質問2>一 般的な意味で,「 自他の違い」をどのようにとらえているか。

〈質問3>「 相手 を尊重す る」 とい うことを具体的にどのようにとらえているか。

〈質問4・5>他 との対立,他 か ら注意を受けるというような,具 体的に他 とかかわり合

う場面を設定 し,「他 に学ぶ広い心」を問 う。

〔… 舳 を生かすとはどういう・とだ・思いますか・〕

①やりたいようにやる ④人のために自分の長所を発揮すること

②得意な点を伸ばすこと ⑤個性の生かし方がわからない

③人にアピールして認めてもらうこと

■年

2年

3年

O ② 0 ④ ⑤
Illll

10.3

%

45.5% 12.7% 24.8%

、、 ・、 ・、6.6%母

14.0% 43.5% 12.6% 24.6

'5
.3%

12.8 48.3% 12.8% 23.6%

2.5%

この結果から,自 我 を しだいに確立 してい く中学生 の時期で は,個 性を生かすとは,自 分自

身の得意な点を伸ばす ことと約半数近 くの生徒が考えていることがわかる。

2年 生では①や りたいよ うにやるを回答 している割合がやや多いが,こ れは自我の芽生えと

同時に他人 との対立 も生れ,自 分を発揮 しようとする欲求が高まっていると考えられる。また,

④のよ うに人のためにと考えてい る生徒が約1/4お り,こ れは,人 とのかかわ りの中で 自分自

身の個性を埋没 させるのではな く,積 極的に生かそ うとする意欲のあ らわれだと解釈すること

ができる。
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2。 自分とものの見方や考え方の違う人のことをどう思いますか。

①別にどうとも思わない ③話し合おうと思う
②いやだなと恩う ④人それぞれいろいろな意見があるほうがいいと思う

■年

2年

3年

① ② ③ ④
lll1

25.0% 9.4% 62.4

5.2%当 …ぐ 一一 ＼、

32.8% 57.8%

'
.コ づ'霊 一5.8%,..3.6%

28.6%65.5%

2.0%当 モと3.9%

この質問では④ を選ぶ ことが最 も良 い段階 と考えたが,① ②のように,「 相手 に対 して積極

的なかかわ りを持 とうとしない生徒」の割合 も把握 したか った。

この結果か ら,約2/3近 くの生徒が④のよ うに人によっていろいろな見方 や考 え方が ある こ

とを認 めていることがわか る。また,2年 生 に比べ3年 生では,④ の割合が増え①②が トータ

ルで減 る。このことは,3年 生 になると他者 を認め ようとす る傾向が強 まる もの と考 え られ

る。

3.相 手を】腫 するということは、どういうことだと思いますか。

■年

2年

3年

①帽手の意見が自分と違っていてもこだわらない

②相手の気持ちを思いやること
⑬湘手の立場を理解すること

o ③

④相呼の良さを認めようとすること
⑤相手の考え方、意見をできるだけ生かそうとすること

④ ⑥
iII _1

8.9% 18.7% 23.8 22.8% 23.9

、!7/,'

iO.3

%

13.4% 26.3 23.2% 26.8%

/,〆 ノ ＼

12.7130.2 26.9 24.1%

1
一 ° ,iili

学年が上がるにっれて②が減 り③④⑤が増 えている。 これは,成 長す るにつれ,い ろいろな

経験 を重ね,相 手を理解 しようとす ることが,相 手 を尊重す ることだと受 けとめている傾向が

強 まった結果 と考えられる。
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4.友 だちと意見がくい違った時 、あなたはどうしますか。

■年

2年

3年

①あくまでも自分の意見を通し続ける
②友だちの言うとおりにする

o

③もう一度相手の意見を聞き、自分の意見を見つめなおしてみる
④友だちの意見もとりλれようとする

④
llll

10.3 46.b%

%卍 』
38.9%

、3.3%ノ

11.6 44.8% 41.6

' 、1.9%!

11.3% 40.4% 43.8%

舎」4 .4%

8割 以上 の生徒が③ と④を選択 しているが,各 学年 とも1割 の生徒が① のようにあ くまでも

自分の意見を変えずに通 し続 けると考えている。 この ことは,質 問1・2の よ うに客観的な質

問 とは違 い,「あなたはどうしますか」とい う問に対 して,中 学生 の時期 には 自分 自身 の考え

に良 くも悪 くも固執する傾向が少 なか らずあることを表 していると考え られる。

【5.あ なたのためkさ れ塒 どう・貯 か.

①不愉快に思い反発する

②もっともだと思うが聞こうとしない

c)r応 、聞くだけ」ま劉昭く

① ② ③ 』

④意見を聞いて考えようとする
⑤Dに 愛けλれる

④ ⑥

年
丁

L__1111

24.4 ss.a% 14.8

8%`..4.2%'.'.

年

8

年

.0%

22.7 51.2% 14.0%

,葺.
,, .-5.396_.一'

r
22.5%156.5% 15.5%

'x -3 .5%

上 の5の 質問では,約9割 以上の生徒が③④⑤を選んでおり,他 か ら学び とろうとい う気持

ちは持 っているようである。 しか し,2年 生 は①②を選ぶ生徒の割合がわずかに増えている。

これは,質 問2・4と 対応 して,自 己を主張する傾向が強い時期であることが表れていると考

え られる。

以上のような実態把握に基づ き,各 学年の指導のね らいを次のように設定 した。
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第1学 年

第2学 年

第3学 年

自分 と異 なる個性や立場があることを知 り,そ れを尊重する心情 を養 う。

「自分本位」の考え方を克服 し,他 人の様 々なものの見方や考 え方 に学 ぼ うと

す る意欲を高める。

積極的 に他 の人 とかかわる中で,他 人 の個性や立場 を理解 し,他 に学ぶ広 い心

と寛容な態度 を育てる。

(3)指 導方法の工夫

① 資料選定の観点

第1分 科会では,内 容項目2-(5)の 指導に供す る資料を次の諸点 に留意 しっっ選定 した。

(ア)教 師自身が感動 し,心 魅かれる資料◎

ω 生徒が自ら考え,自 分の問題 として とらえ,道 徳的判断力 を高める手掛か りとなる資

料。

(ウ)人 とのかかわ りの中で自他を尊重すること,他 に学ぶ広 い心を もっ ことで,よ りよい

人生が開かれてい くとい う意識付けの契機 とな る資料。

上記の視点にたって資料 を収集 し,検 討 した結果,T社 「明 日をひ らく2」 所収 の

「なみだ」を選定 した。

② 授業の構想

内容項 目2-(5)は,「 主 として他の人 とのかかわ りに関すること」 の中 に示 されて いる

項 目である。他の人 とのかかわ りとは,そ の人の個性 と立場双方 に目を向けて勘案すべ き

ものであ り,中 学生 としての不安定な要因をその心の内面 に抱えなが ら急速に自我 を確立

していく生徒の,様 々な人間関係を含んでいることを教師側 はとらえていなければな らな

い。その点で,こ の項 目の内容は,道 徳の時間の指導だけでな く,学 校教育にお ける他の

教育活動での道徳教育 と特に密接に関連 させなが ら指導 してい く必要がある。

また,上 記の観点に基づいた資料選定が難 しいこと,本 内容項 目は他 の様々な内容項目

との関連 も深いことか ら焦点化 した授業展開が難 しいこと,さ らに,指 導に当たっては,

生徒を受容する教師の姿勢が大変重要な要素とな って くることなどが明 らかになってきた。

③ 資料の提示及 び指導 の工夫

資料を検討 してい く過程で,原 文か らの読取 りに難 しい点があることを考慮 して一部を

削除 し,題 名 も 『けが』 と変更 した。また,内 容項 目2-(5)は,他 者 とのかかわ り……を

意味す るということと,広 い心を多面的にとらえさせ るために,単 に主人公か らだけでな

く,逆 の立場か らの見方 を紹介す る文を作成 し提示 した。また,原 文ではS君 となってい
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たものを,よ り親 しみやす くす るため翔君 と改めた。 さらに,こ の項 目は,他 の内容項 目

と関連が深いので,ね らいを しっか り設定 して指導 していく必要がある。

㈲ 導入

教師の体験なども交えながら,生 徒 自身 の過去の体験 を振 り返 らせ,そ の ときの気持

ちなども大切に しなが ら資料に入った。また,こ れか ら読む 『けが』の事の発端 にも触

れなが ら資料に興味を もたせた。 ・

ω 展開

主人公の気持 ちに触れなが らも,逆 の立場の翔君 にもスポ ットを当てて読ませるよ う

にした。授業の全体を通 して,生 徒 の意見や考えを多 く聞 きあえるように工夫 し,生 徒

自らの内に広 い心を もっていることを生徒自身に気付かせ るよう配慮 した。

㈲ 終末

ここまでに自分で書いた感想文を見なが ら,受 け取 る側の気持 ちのもちようで同 じこ

とが違 って見えている部分がないかを見っけ,文 章 にまとめさせた。

④ 資料の内容

本資料 は,学 校内の美化活動中に起 きた不慮 の事故か ら,被 害者(和 美)と 加害者(翔)

の心 の動 きを描いた ものである。

○ 和美 の作文………被害者 の立場で書かれた文章。和美 と翔 は,放 課後の美化活動 をし

ていて翔が ドアを動か した瞬間和美の指を挟んで しまった。故意ではな く,二 人 とも一

生懸命や っているときの事故だった。和美 は病院へ行 き,何 針か縫 うけがだ った。翔 は

母親 とともに和美宅に謝罪に行 く。そ こで,翔 の母親が涙 して和美 に謝 る。翔 も謝 る気

持ちはあるが黙 っていた。翌 日和美 は,翔 に対 して思いやりの心を もち行動する。

○ 翔 の作文(そ の1)… ……加害者 の立場 か ら書かれた文章。翔が事故 を起 こしたその

瞬間の動揺か ら,謝 罪 しようという気持 ちになるまでの心の移 り変わ りを示 した。

○ 翔 の作文(そ の2)… ……翔は,加 害者であることは明白なのだが,自 分 は故意では

ない という気持ちか ら,相 手の対応 の仕方へと責任転嫁 してい く。翔の心の動 きを生徒

たちに感 じとらせ,そ の気持ちの動 きか ら心 の広 さ,狭 さを考えさせる。

内容が,日 常生活で起 きやすい事件 であ るため,考 えやすい資料であった。

(4)指 導事例(第2学 年)

① 主題名 他 に学ぶ広い心(内 容項 目2-(5))
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② 資料名 「けが」(生徒作文)一 「なみだ」(T社 「明日をひ らく2」 所集)を 一部改

作,ま た,こ れを基に した翔 の反省文(自 作資料)

③ 主題設定の理 由

人は,家 族や地域社会などの身近かな集団か ら,学 校 ・会社 などの一種の契約 により結

ばれた集団などの中で,様 々な人 とのかかわ りの中で生 きている。人はそんな人間関係 の

中で,い ろいろな立場にたって ものごとを見 たり考えた りして成長 して いくのである。 こ

うした中にあって,特 に中学生 という発達段階では,と もすれば感情的なかかわ りか ら抜

け出せずに消極的にな って ものの見方や考え方が狭 くなったり,非 社会的な行動 や反社会

的行動 などに走 って しまうこともある。

中学2年 生 という時期 は,自 分 らしさ(identity)を 求め出す時期 と言われて いるが,

自分 らしさを模索 している段階では,そ れを表現する方法 もよ くわか らない場合が多 い。

また,今 まで学んだ知識や生活経験 と,こ れか ら求 めよ うとす る自分 らしさとの間に矛盾

を感 じたりする。その結果,自 他 の言動に苛立ちを覚えた り,自 己本位の考え方 や行動 を

とった り,人 間関係 による負担 を軽 くす るため相互 に無関心を装 うことで,精 神的な安定

を求めようとした りす る。

こうした時期にこそ,自 分一人の考え方を脱 して他の人の考えや行動 に学ぶ,い わゆる

他 に学ぶ広 い心の指導が重要 と考え,本 主題 を設定 した。

④ ね らい

自己本位の考え方を克服 し,他 の人の様 々な ものの見方や考え方に学 ぼうとす る意欲を

高める。

⑤ 指導過程

学習活動及び主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 1昔 経験 したけがの ことを話 し, ・和やかな雰囲気が出

入 導入 とす る。 るよ うにす る。

2『 けが』を読み翔 の心の動 きに 。悪い。悪気があったわけ ・資料を読んで評論的

展
ついて考え,発 表す る。 で はないが,す まないと思 っ に な らな いよ うにす る。

①翔は,当 初 この事件 に対 して, て い る。
開
どの よ うに感 じ,考 え て いたか 。 。ワザ とで はないの になぜ
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謝 らな くてはな らないのか。

。痛 か っただ ろ うな。

3翔 が書 いた文(そ の1)を 読ん 。わざとではな くて も相手 ・見方を変えた心の動

展 で考える。 の気持 ちを考えて いる。 きを明確 にさせる。

②翔 は,ど のように考えを深 めて
。最初 は,一 応 と言 ってい

・いろいろな意見があ

い ったか。 るが後でちゃんと反省 した。 ることを経験 させ るた

。和美さんにす ぐ謝ればい めに,多 くの生徒に意

いの に。 見を聞 く。

4翔 の母の涙の意味を考える。

③翔の母の涙 は,二 人の気持 ちに
。和美には,広 い心があ り ・この涙を素直に受入

どんな影響を与えたか。 それを気付かせるきっかけ れ られた心 を強調。

に な った。

5翔 が書 いた文(そ の2)を 読ん 。翔 は,相 手の心 を考える

で考 え る。 よ うに な った。

開 ④この時の翔が自分の事を正当化
。自分の事を棚 にあげ声を ・この作文で心がせ ま

してい く気持ちをどう思 うか。 掛 けて もらおうなんて甘い。 い感 じを受けたか。

。翔の気持 ちもわか る。

。翔の母がかわいそ う。

6感 想文を読み返 して,考 えを整 。心 の持ちようでずいぶん ・自分 自身の中にも柔

終 理 しま とめ る。 見方が変わ り,人 との関係 軟な広 い心があること

⑤ ここまでに皆が考えて書 いた感 が スムースにな る事 もある。 に気付 かせる。

想文を読み返し,最 初の見方と ・皆の意見を聞いてい

末 変わってい る部分 がないか。探 ろいうな考え方がある

してみ よ う。 事に気付 いたか。

⑥ 評価の観点

0り 広い心にっいての理解を深め様々な見方 ・考え方があることを実感できたか。

ω 資料を改作したことや,サ ブ資料を2編 用意 して提示 したことは,効 果的であったか。

⑦ 授業の概要および研究協議会のまとめ

教師自身の体験談を基に生徒たちの体験を想起させてから資料の黙読に入った。資料は身
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近な内容のため,け がの状況を説明す るだけで十分読み取れたよ うである。個々の生徒に自

分の考えを発表させ,そ れを聞 き合いなが らさらに考えを深めてい く展開を していた。

oう 自評

。広い心が とて も抽象的で分かりにくいと考え,広 い心 ・狭 い心が感覚的にとらえ られ るよ

うに翔の作文2っ を用意 したが,読 み もの資料が3種 類あるのは多かったようだ。

。生徒 自身の考えを記録 し,発 言 しやす くす るため書かせる工夫 を したので発表 しやすかっ

たようである。

仔)研 究協議および改善点

。登場人物の心情を汲み取 りやすい資料であった。

。和美 と翔 のどち らかに焦点を もっと絞 ったほうが良 かった。

。生徒 と教師が発言す る中で,い ろいろな見方や考え方を知 ることができて良か った。

。生徒が自分の考えを十分に発表できたが,生 徒か らでた意見を他の生徒 たちに考えさせて

も良かったのではないか。

。言語事項 や文章 に即 して進 めてい くのは国語 の授業であり,文 章 の部分 に着 目して考えた

り,資 料を通 して得 られた心情の深まりを基に進めてい くのが道徳の授業である。

。翔の文を対比 して読み取 らせ る時,翔 の素直な気持 ちを述べたものだということを明 らか

にする方が,生 徒達 に分か りやすか ったのではないか。

研究協議を通 して以上 のような意見が出た。

3.ま とめ

第1分 科会では,内 容項 目2-(5)「 それぞれの個性や立場を尊重 し,い ろいろなものの見

方や考え方があることを理解 して,謙 虚 に他に学ぶ広 い心を もっ ようにす る。」 について,

研究を進めてきた。

人間 は有限な存在であり,そ れゆえに,よ りよ く生 きていこうと願いなが らも自分 の思 い

どお りにはな らず,悩 み苦 しむことが多 い。この ことを,人 間存在の根源に目を向けて自覚

す るとき,自 分だけでな く他の人々もみな同 じ人間だ と理解することがで きるのである。

入間 は,自 分 と同 じような見方 ・考え方をする者 の方が話 し易い という傾向があ るので,

自分 と違 う考え方 については,他 の人 とよほど積極的にかかわ りを持 とうと しないとそれを

理解す るための時 と場を失 うこととなる。その時 と場 とは,一 っの物事の処理を巡 って,そ

の価値 とか意味 とかについて,自 分 とはまったく異なるとらえ方を他者が して,自 分と対立,
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対決,あ るいは交流す るときに生 じて くる。その際,自 分の心の内面に生 じる葛藤は,次 の

二っのことが らを自分に知 らせて くれ るのである。一つは,そ の他者が,自 分 とは異なった

立場 にたって異なった見方 をしているということ。 もう一っのことは,そ の他者が自分の生

きている空間 とは異 なった世界を生 きているとい うことである。そこで,他 者 と自分とを統

合する架 け橋 として2-(5)の 全体構造 を次の図のよ うにとらえ,考 えることとした。

r

思慮 ・反省(自 分の内面への働 きかけ)

囮 対立対決交流葛藤[亜]

寛容 ・謙虚(相手 に対 しての働 きかけ)

J

図のように,他 者 とのかかわ りのなかで,自 分の内面への働 きかけと他者 に対 しての働 き

かけが統合 された時,初 めて自ら積極的に 「他 に学ぶ広い心」が持てるのである。

さて,研 究を進めるに当たっては,ま ず,よ り深 く生徒の実態を把握す るため,ア ンケー

ト調査を実施 した。結果を考察 してみると,現 在の中学生は,高 学年になるにっれて 「他者

とのかかわ りを避 ける,他 者を傷付けた くない,自 己処理を している」,さ らに 「妥協する,

迎合する,抑 制する」 などの実態があることが分か った。 したが って,生 徒の認識としては,

「他に学ぶ」までには至 っていないことのほうが,む しろ自然ではないかと考え られる。「他

に学ぶ」学 び方 としては,「他者の声に耳を傾ける,他 者を尊重す る」,あ るいは 「聞 き取 る,

受け止め る,考 える」,ま た 「理解す る,目 覚める,気 付 く,発 見する」 さ らに時間的 な経

過 を考慮すれば 「後か らわかる」など,さ まざまな時 と場が考えられる。そ こで,親 密 な人

間関係を前提 とした自他のかかわ りの中で,「他 に学ぶ」までの過程の大切 さを自覚 させ る

指導が重要な課題 となって くるのである。

資料 に関 しては,ね らいどお りの資料がなかなか見っか らず苦労 した。 自作資料を含めて

協議 した結果T社 の資料集より 「なみだ」を選定 し,授 業を通 して深めてきた。

内容項目2-(5)は,他 の多 くの項目と関連があ り,扱 いを一っ誤 るとね らいが変わ って し

まうことが今後の課題 として残 った。研究を進めて行 くにっれて,改 めてこの項目の内容が,

人間 としての生 き方に深 くかかわ り,い かに奥深 いものがあるかを痛感 させ られた。
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皿 内容項目4-(1)「 集団生活の向上」についての指導(第2分 科会)

1.主 題設定の理由

人間は,誕 生以来 その成長の過程に応 じて様々な集団に属 して生活をす る。 しか し,単 に

多数の人間の集合体をもって集団 とい うのであったり,自 己の役割 を果 たすのみで成員 とい

うのでは望 ましい集団 とは言えない。望ま しい集団 とは,そ の集団を構成する一人一人の個

性が生かされ,成 員が自分の属す る集団の在 り方 を十分に理解 し,主 体的に自己の役割 と責

任を果たす集団のことである。また,成 員が相互に理解 し合い,協 力 し合 うことが個々の成

員を向上 させ,集 団を向上 させ ることにっながるのである。

現代の中学生は,協 力 して作業を行 う集団や,活 気のある集団を望んでいるものの,こ の

時期 までに経験す る集団 は,家 族,あ るいは気の合 った仲閤集団であるために,共 通の目標

で結びっいた集団や,広 い範囲の社会集団に対 して帰属意識を持っに至 っていない。

また,こ の時期 は自我の発達に伴い自分の考えを もっ時期であり,善 悪 の判断 もある程度

で きるようになる。 しか し,集 団全体への影響や迷惑を省みることのない自己中心的な考え

が先行 し,集 団において も限 られた自己の役割を果たす ことのみ腐心 し,協 力 して取 り組む

ことができない。集団の中で必要最小限の役割を果たすだけで,自 分には直接責任がないこ

とに関 しては 「関係ない」 と協力 しない傾向がある。

協力することの必要性を観念的には理解 していて も 「めんどうくさい」「早 く帰 りた い」

「あまりした くない」など,役 割や責任か ら逃れよ うとする言動が目立っ。 また,学 年 が上

がるにっれ,個 人的な都合 と集団の中での役割 の間で葛藤が生 じ,意 欲が実践にっなが らな

い場合 もある。

中学生の時期 は,所 属す る集団が,家 族や気の合 った仲間集団に加 えて,役 割集団や広範

囲の社会集団へ拡大す る時期である。また,心 身の発達 の個人差 も大 きく,発 達段階 も多様

である。指導にあたっては,所 属する集団の意義 を理解 させた上で,集 団において異 なる意

見や立場 をも尊重す る態度を育て,お 互 いの個性を生か しっっ協力 して取 り組み,主 体的 に

自己の役割を果 たそうとす る意欲 と態度 を育てることが大切である。

以上の ことか ら,第2分 科会では 「人間 としてよりよ く生 きようとす る力を育て る道徳 の

時間の指導」として,内 容項目m(1)「 集団生活 の向上」を取 り上 げ,内 容項目のとらえ方,

生徒の実態,資 料の検討,指 導方法などにっいて研究を進めることに した。
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2.研 究の内容と方法

(1)内 容項 目4一 ωのと らえ方

内容項 目4-(1)は,「 自己が属す る様々な集団 にっいての理解 を深め,役 割 と責 任を 自覚

し,協 力 し合 って集団生活の向上に努める。」(中 学校学習指導要領 道徳)で ある。

この内容 に即 して現在の中学生の実態を探 ってみ ると,集 団の意義や個人の役割の大切 さ

にっいては観念的には理解 しているが,具 体的に行動 に移す場面では,周 りの誰かがや って

くれればよいという安易な気持ちに流 され仕事 を怠けたり,自 己中心的な考えが先行 し集団

全体のことを見失 った りして,結 果的には楽な仕事を求める傾向にな りがちである。集団生

活 を向上させることが,生 徒一人一人の生活の向上や人間的な成長にっながってい くという

ことが理解できていない。そのために,実 践的な活動 において協力 し合 うことができに くく

なっている。集団をより向上させて,成 員を成長 させるためには,自 己の役割 を果 た しっっ

成員が 「協力」 してい くことが大切 となるのである。

集団を船 に,集 団の成員を乗組員に例えて この実態をとらえてみると,集 団が機能す ると

いうことは船が前進す ることであり,島 は集団にとって目標の一っである。船が島に到達す

るためには,相 互理解の もとに乗組員が規則を守 り協力す ることが大切である。船の前進を

阻む向かい風 は,乗 組員の心にある利己心や狭 い仲間意識である。様々な個性を持つ乗組員

が集団 の意義を理解 し,そ れぞれの役割 と責任 を自覚 し,個 性 を発揮 しなが ら,協 力 し合 っ

て こそ船は安定 して航行できるのである。嵐に遭遇することもあるだろうが,復 元力 によっ

て乗 り越えることがで きる。 この復元力は,乗 組員の 「協力」な くしては生 まれないもので

ある。以上,述 べてきたことを構造的に表すと,図2の ようにな る。

河 集 団 の意義 の理 解
規 律

/
///
禾りEシo・ ノ

'狭 い 仲 間 意 識

%

さ一
図2
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(2)生 徒の実態

研究 を進めるに当たり,ま ず 「集団生活」にかかわる生徒の実態を調査 した。アンケー ト

項 目の設定 に当たっては,自 己の属する様々な集団にっいてどのよ うな意識を持 ち,ど のよ

うな行動をとるのか という視 点か ら検討 した。その結果 「家族」「学級」「学校」「地域」「郷

土」等にっいて調査す ることが適切であると判断 した。

調査 した中か ら結果 に特徴のあるものにっいて考察 してみた。

<設 問1>新 年度 とな り,新 しい学級での委員決めが行われた。ところが,図 書委員 のな り手

がな く友人に推薦 されて しまい,図 書委員になって しまった。さて……

㈲ 推薦 されたのだか ら,頑 張 ってや ってみよう。

(-tl他 の人がいなか ったのだか ら,我 慢 してやってみよう。

㈲ 仕方がないので,適 当にやろ う。

ω や りた くなかったので,サ ボって しまお う。

一年生

二年生

三年生

0 20 40 GD ao

㌦曹一墨

曽

一

㌦曹一虚
一.

曹

,曹

'
''

'

㌔,㌦融甲

一

暫曹ノ冒9

曹
曹曹一

一

層

曹」一,

曹9阜,
曹

㌦

㌔雪一

一曹

一曹一曹曹曹

!層曹

㌔
噌
!
一

胃

璽

}
¶曹騨一一

雫
}}

9曹

曹7

曹,,一一畳

曹曹,,

盲

曹ρ」
曹

,

,一曹曹
曹畳一ρ

甲「曹曹曹曹曹

ノ㌦甲}一

,¶
曹,騨

ρ

「

ρ
㌔豊㌦㌦曹

曹
「
㌧

:

豊曹

ρ

ノ㌦層曹曹9「,

'雪1曹㌔「㍉

」㌦:㌦

幽

」曹

ρノ

,,曹,,,層,ワ暫一雪

富

竃監̀

3'3監3

雷

,

3

3塞"轟8"覧冨ー、̀ .

」

冨=塾亀 =

3一星

「'

''
'

暫

=
ノー犀

9「
,
「83

暫暫

r,

ダ
'
'

一

暫

曹一一曹

㌦「甲
㌦一

一

,雪一冒層甲暫曹

}

「」曹曹

`

二冒r監8

L=ーろ箪

しし

「晒㎝

88"̀=

3

薯謡88̀

8阿」;ε星
翻3
3
B

置

=

冨二̀

ご

乙軍診

9

魅3乙=;2

`ε

8躍亀暢竃監̀3冨

"闘乙
呂

5

監監8

3雛8;;胃

=

乙星5監

賜叫

8ー

3零

塾

渦

r富書

8

8-8

8

B監

【

轟■

」

3ど

`

乳̀

3

飼3

`
8

=3

=

=↓

て臨8

=

5

;

5

5犀監

5̀

"竃

`い

り

τ榑

"

8

"̀

憾▽◆

8`

3

=

;

τ

=

置

8

犀=犀

`

`

=

呂

8

量

8

"

"
乙

瞬

=践==7

「聡尋8犀出̀ ー

=

833「

ー8且

ユ.乙零し髄ご

8̀監監翻

`

"鱒監

=

晒=」

=

も

ξ

呂謬

=書零犀書

=

3

3監:

=

」2零巴

【

、

`
'
'

"31
8」

=

9̀2轟置

冨̀■8【巴嬬「

鴨馬、幅、、

㎜臨

この調査結果か ら,学 年が上がるにっれて,委 員会のようなクラスや学校の中で任せ られ

た仕事や役割 に対 して,自 分 としては希望 してないので不本意ではあるが,責 任をもち頑張 っ

て遂行 しよ うとす る者が増えている。 しか し,1年 生の段階ではまだ自己中心的な考えが強

く,ク ラスや学校の中での自分の役割 を自覚で きずにいる者が比較的多 いと考え られる。

<設 問2>学 校の廊下 を歩いているとプ リントがまるめ られて落ちていま した。

その時あなただ った ら?

(f)自 分が出 したゴ ミではないが,み んなの学校だ と思って,気 持 ち良 くゴミを拾 う。

←f)困 った人がいるなと思 って,仕 方な くゴ ミを拾 う。

㈲ 誰だ,こ んな所 に捨てたのは,と 思 いなが ら通 り過 ぎる。

国 関係 ないので,気 にせずに通 り過 ぎる。
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この調査結果では,学 年が上がるにっれてゴ ミを拾 う生徒が減 り,拾 わない生徒が増えて

いる。 しか し,学 校生活での状況を観察す ると,「 ゴミを拾 う」を選んだ生徒 も実際 には ゴ

ミを拾わないことが多い。 この ことか ら観念的に理解 はしているが,実 際の行動には結 びっ

かず道徳的実践力 が育っていないことがわかる。

<設 問3>自 分の住む郷土 ・国 について,ど のよ うに思 っていますか。

0り 郷土や地域社会の文化 ・伝統を尊重 し,郷 土や地域社会を大切 にす る心を持っ。

←f)郷 土や地域社会の文化 ・伝統に親 しむが,郷 土や地域社会 を大切 にす る心は十分では

ない。

(ウ)郷 土や地域社会の文化 ・伝統をあまり大切にせず,郷 土や地域社会を大切にする心も不十

分である。

国 郷土や地域社会の文化 ・伝統にはほとんど関心 を持たない。

目1

この調査結果か ら,学 年が上が るにつれて0うを選択 した生徒が増えるとともにwを 選択 し

た生徒 も増えている。学習によって郷土や地域社会の文化 ・伝統にっいての理解が深まると

ともに,郷 土や地域社会に対す る意識 が明確になった結果 と考え られ る。

(調査区域 大田 世田谷 府中)(調 査 数1年 生210人2年 生210人3年 生218人 合計638人)
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(3)各 学年の指導のね らい

一第1学 年一

1年 生では,集 団の意義 と個人の役割を果 たすことの大切 さにっいて観念的には理解 して

いる。 しか し,こ の時期 は自我の発達 に伴い自分の考えを持っが,そ れは自己中心的になり

がちである。例えば,他 人が責任を果 たさないことを非難す るが,自 分の責任は果 たそ うと

しない。生徒のこうした態度 によって,学 級 内の諸問題が起 こることが多い。学級内の係活

動 という身近な問題か ら,そ れぞれの役割や責任 を自覚 させ,協 力 し合 って集団生活の向上

を目指す心情 を育てたい。

資料例 「ぼくのふんがい」 道徳の学習S社

一第2学 年一

2年 生になると,気 の合 った仲間集団を作 り,そ の集団にとらわれる傾向が強 くなる。そ

の結果,集 団全体への影響や迷惑を省みることのないわがままな言動 が見 られる場合がある。

そこで,成 員が規律 を守 り,相 互 に理解 し合 うことによって利己心や狭い仲間意識を克服 し,

集団生活を向上 させようとする意欲を高めたい。

資料例 「きみ ょうなばつJ明 日をひ らくT社

一第3学 年一

3年 生の時期 は,社 会的視野が広が り,自 己の所属する様々な集団に対する帰属意識が強

くなっていく。また,自 分の生 き方 とのかかわ りか ら,集 団に対す る理解 も深まりを増 して

くる。 こうした中で,今 までの役割や責任 に対する考え方か ら一歩進んで,そ の集団に対 し

自 ら進んでかかわ り,集 団の中で一人一人の個性 を生か しなが ら自己の役割 と責任 を果 たし

てい く態度を育てたい。

資料例 「相手の立場 を考える」 道 しるべS社

以上のような考察か ら各学年のね らいを次 のよ うに設定 した。

第1学 年 所属す る集団の意義 と,個 人の果 たすべき役割や責任 を自覚 し,協 力 し合って

集団生活 の向上 に努めようとす る心情を養 う。

第2学 年 規律を守 り相互理解を深めなが ら,利 己心や狭 い仲間意識を克服 し,集 団生活

の向上 に努めようとする意欲を高 める。

第3学 年 様々な集団に対す る理解を深め,一 人一人の個性を生か しなが ら進んで役割や

責任を果た し,集 団生活の向上 に努 めようとす る態度を育てる。
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(4)指 導方法の工夫

① 資料選定の観点

第2分 科会では,内 容項 目m(1)の 指導に供す る資料 を次 の諸点 に留意 しっつ選定 した・

(ガ 社会生活に何が大切であるかを考えさせ る資料。

ω その集団の意義や,集 団の構成員の役割や責任について理解できる資料。

(ウ)そ の集団にとって,集 団生活が向上するとはどういうことなのかがわかりやすい資料。

この観点か らい くっかの資料 を収集 ・検討 した結果,生 徒の自由な発想や思考が深 まるも

のと して,極 北探検船 の乗組員の集団生活に取材 した 「きみ ょうなばっ」を選定 した。 この

資料 は,生 徒の身近な生活か らは離れた場面構成ではあるが,生 徒が思考を発展 させ,興 味

や関心を持 って取 り組めるような,人 間 としてのよりよい生き方 に結びっ く深みのある葛藤

資料である。

② 資料提示 の工夫

この資料のポイ ントである 「きまりを破 った人への最大のばっ とは,真 っ先 に帰 って もら

うこと」であるということを強 く印象付 けるために,資 料 を二っに分割提示するとい う方法

をとった。「最大のばっ とは何 だろう。」というところまでの資料を提示 し,こ こで生徒に十

分考えさせ,議 論 させ,発 表させた上で,資 料 の後半を提示することとした。

③ 指導過程 の工夫

σう 導入

資料の持っ発展性,意 外性 を際立 たせるため,本 時のね らいを生徒に意識 させないよう

な導入を工夫 した。地図帳 によって北極海に思いを馳せ させ,そ こで探検船が遭難 した ら

どうなるかに生徒の気持ちを向けさせることで,生 徒 に興味 。関心を持たせるよう配慮 し

た。

←f)展 開

生徒が,状 況をよりリアルに思 い浮かべることができるよ うに,範 読の中で解説 を加え

るように した。また,生 徒 どうしが考えを深め合え るように,班 での話 し合いや発表の時

間と場面を多 く取 った。 さらに,資 料の後半の提示にっいては,一 人一人の心に 「最大 の

ばっ」を強 く印象づけるために,静 かに資料 と向 き合わせるよ う心がけた。

(ウ)終 末

授業を通 して考えたことを書 き留めさせるようにした。 この時,生 徒の思考が深 まるよ

うに,時 間内に書 き終えない場合 には,後 日提出す るよ う,時 間 の余裕を与えた。
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④ 資料 の概要

ソ連の極北探検船チェ リュスキ ン号に起 こった実話を もとに したものである。チェ リュス

キン号が氷の圧力で沈没 してから,百 余名の乗組員が救助 され るまで,氷 上でテ ン ト生活を

する。その困難 な状況 の中で,一 人一人の隊員が,集 団全体のためにどのような行動 をとる

べ きかにっいて考える資料である。

⑤ 指導事例(第2学 年)

① 主題名 役割 と責任(内 容項目4-(1))

規律を守 り,利 己心 や狭い仲間意識を克服 し,協 力 し合 って集団生活の向上に努める。

② 資料名 「きみ ょうなばっ」

桑原正雄作 「チェリュスキン号 の人々」による(「 明 日をひらく2」T社)

③ 主題設定の理由

人は家族のよ うな身近な集団か ら,会 社のよ うな高度に役割分化が進んだ集団まで,様 々

な集団 に属 しなが ら生活 している。中学生の時期 は,自 我が著 しく発達する時期であるため,

自分の考 えを持 ち,行 動 しようとす るが,ま だ自分本位の考え方 をした り,奉 仕の精神や集

団の成員 としての責任感 ・連帯感に欠 けることが多 い。 このような中学生が最も好む集団は,

気の合 った仲間集団であることが多い。そこでは集団の中での心地よさを維持す ることが目

的となり,集 団の向上 が目的 とならない場合が見 られる。従 ってそうした集団では,明 確 な

役割 も責任 も存在 しない。

しか し,中 学校生活 の中で,班,ク ラス,委 員会,生 徒会}部 活動等の集団に属すること

によって,集 団の意義 を理解 し,自 己の果 たすべ き役割 と責任を学ぶ ことは大切である。規

律を守 り,成 員相互の理解を深めなが ら,利 己心や狭 い仲間意識を克服することを学ぶ こと

も,ま たこの時期 には大切な ことである。そして,他 者 との協力によって,そ の集団の目指

す価値を実現す ることの難 しさや大切 さ,さ らには,そ の喜 びを体験すべき時期で もある。

反対 に,集 団の向上 にとってマイナスとなる行動 とはどのような行動のことをい うのかにっ

いて学んでお くことも大切である。

そこで,集 団における自己の果たすべき役割 と責任 を認識 し,心 の中に潜む自己本位の考

え方を謙虚に反省 し,一 人 よが りの行動 を自制す ることによって,集 団生活が向上すること

に気付かせ るとともに,そ れが 自己の人生の充実に もっなが ることを理解 させたい。

④ ね らい

集団における役割 と責任 を果 たし,集 団生活 の向上 を目指そうとす る意欲を育てる。
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⑤ 指導過程

学習活動及び主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導

入

1.地 図帳 によ って北極海

を探 し,気 候を調べ る。

① ここで探検船が遭難 した

らどうなるだろ う。

。氷雪気候の厳 しさを想起

す る。

。船 を失 い流氷上に取 り残

された100余 名の人々の気

持 ちを考え る。

。生徒 に本時のね らいを意

識 させない。

展

開

2.資 料を読んで考える。

② 「最大のばっ」とは何だ

ろう。

3.資 料 の後半 を読んで考

える。

③真 っ先 に帰 って もらうこ

とがなぜ最大のばっなの

か。

・状況を思 い浮かべる。

・重労働をさせる。

・食事 を抜 く。

・追放す る。

・最後 まで帰 さない。

・仲間 と して認め られない

ことほどっ らいことはない

か ら。

・皆 と最後 まで苦 しみを分

け合 うことができないから。

。授業者が朗読 しなが ら,

状況に関する解説を加える。

・班で話合いがで きるよう

に,班 ごとに机 をまとめさ

せる。

。話合いの中で出た意見を

まとめさせ,す べての班に

発表させる。

。発表内容 を整理 しなが ら

板書す る。

終

末

4.本 時の授 業 を通 して感

じたこと,考 えたことを

カー ドに自由に記述する。

・ばっ を与えることが大切

なことなのではない。

・集団の一員であることを

自覚 した。

。机を元の位置に戻させ,

カー ドを配布す る。
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⑥ 評価

・きまりを破 った人への 「きみ ょうなばっ」の意味が理解できたか。

・自分 の問題 として考 えを深めることがで きたか。

・指導方法や発問,板 書 は適切であったか。

⑦ 生徒 の感想カー ドか ら

・ 「最大のばっ」と聞いたら,普 通 は体罰 などを思い浮かべて しまいます。で もこの場合,

それよりも,仲 間 と一緒に帰 らせて もらえないことの方がよほどっ らいと,私 も思 います。

皆で苦 しんで,皆 で助か ることが大切なのに,そ のためには皆が協力することが必要なのに,

「先に一人で帰れ。」と言われ ることは,皆 に集団の一員 として認めて もらえないことだと思

うか らです。 これか らまだ文化祭などの行事がありますが,ク ラスの仲間 として,ひ とりよ

が りな行動 を した りせず,精 一杯努力 したいと思います。そして,こ の船 の人たちが皆無事

であったように,皆 で 「よかったね。」 と言え る行事 を作 り上げて行 きたいです。(女 子)

・集団の中で,辛 い経験 を通 して協力す ることで,そ の辛 さを乗 り越えることは,大 きな喜

びと安定 を得 ることがで きる。集団の中の皆はそれを信 じ団結 してきたと思 う。 この話で,

協力できなか った人 も,あ る意味では自分の任務 を遂行 し,皆 の役に立ちたいと思 っていた

と思 う。 しか し,協 力すべ き点で しないのはいけない ことだと思 う。真 っ先に帰 されること

は,皆 と共 に喜びを味わうことがで きない。本当に 「きみ ょうなばっ」だ。(男 子)

⑧ 考察

本授業を通 じて,集 団生活 に対す る思考の深まりの度合いを段階で表す と次のようになる

と考え られ る。

0り 乗組員の集団におけるひとりよがりの行動に対す る 「最大のばっ」の内容に感心する

だけで終わる段階。

ω ひとりよがりの行動が乗組員の集団生活に与える影響 と,そ の行動の意味や背景 まで

考え る段階。

(ウ)乗 組員の集団を自 らの所属す る集団 と置 き換え,成 員のとるべき行動,協 力の大切さ,

役割 と責任の意味について考える段階。

この視点か ら生徒の感想カー ドを分類すると,上 記⑦ の感想に見 られるように㈲ の段階で

集団生活をとらえることがで きる生徒が多か ったことは,授 業のね らいとす るところがある

程度達成できたと考え る。こうして深 まった考え方を道徳的実践力 として定着 させ,ど こま

で実践 に結びっけることがで きるかが,今 後 の課題である。
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3.ま とめ

第2分 科会 では,内 容項目4-(1}「 自己が属す る様々な集団の意義にっいての理解 を深め

役割 と責任を自覚 し,協 力 し合 って集団生活 の向上 に努める。」にっいて研究を進めて きた。

中学生の時期は,所 属する集団の数や規模が拡大 して くるときであり,集 団 の意義や,一

人一人の役割 と責任,相 互の協力が問われるときである。また,そ うした集団生活に参加す

ることによって,一 人一人が人間的な成長を遂げるときで もある。

自我の発達 により自己の内省や探究が深 まるこの時期 は,同 様 の価値観を持っ仲間集団へ

の帰属意識が高まる一方,異 なる価値観を持っ者や集団に対 しては,最 初か ら無用な対立を

避 けたり,排 他的な態度 をとることも見 られる。

成員が相互 に協力す ることで集団の向上を目指 そうとする本項目の指導において,こ の時

期の中学生の集団に対する意識 と実態 をとらえるために,ア ンケー トによる調査を行 った。

調査 の結果か ら,生 徒 は発達段階に応 じた経験を通 して集団の意義を認識 していることや,

成長 に伴 ってより厳 しい自己評価を行 っていることもわかる。 また,調 査の結果 と観察を重

ね合わせることによって観念的には集団における自己の役割や責任を理解 して も,周 囲の目

を気に して実践できない実態があることも推察 される。

このよ うな調査結果か ら,各 学年の指導のね らいを定め資料の選定を した。資料の選定に

あたっては,生 徒の身近 な集団を扱 ったものや,生 徒の生活実態か らは離れていても,人 間

としての生 き方を深 く考えることので きるものを取 り上 げることに した。この資料を通 して

成員の相互理解 を図 り,協 力 し合 って役割や責任を果た し,主 体的な実践に結びっ くような

道徳的実践力を身にっけさせるため,指 導 の方法にっいて授業 を通 して深めた。

中学生の時期 は,学 校生活 において も学級 ・委員会 ・部活動 など様々な集団生活の場があ

り,各 種の行事 にも協力を必 要 とする場面がある。指導 に当た っては,こ れ らの活動 を生か

しなが ら,集 団に応 じて自己の役割 と責任 を果 た し,協 力 し合 って集団生活の向上 に努める

生徒の育成を目指 し,よ り広範囲な社会で生活す る際の主体的に生 きる力を育てることが望

ま しい。

また,こ の項目の指導においては,集 団 と個人が対立す るものではなく,集 団の向上 と個

人の成長が補 い合 うものであることに留意 したい。 さらに 「自己の向上」や 「個性 の伸長」

を主題 とした1-(5)の 項 目や,「 自主自律」を掲げた1-(3)の 項目,「他に学ぶ広 い心」を主

題 とした2-(5)の 項 目とも伴せて考える必要を感 じた。
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IVま とめ と今後 の課 題

これか らの学校 では,激 しい社会の変化に主体的に対応 し,心 豊かに生 きる人間の育成が重

要な課題 となっている。中学生 という時期は主体的な自我 の確立を求め,自 己の生 き方への関

心が高 まって くる。その関心に応え,生 涯学習の基礎づ くりに向けて,人 間 としての生 き方へ

の自覚 を深め,道 徳的実践力を高めるというねらいを持っ道徳 の時間が担 う役割 は大 きい。

本年度は,第1分 科会が2-(5)「 個性や立場の尊重 ・他 に学ぶ広い心」を,第2分 科会は4-

(1)「集団生活での役割 と協力 ・集団生活 の向上」を取 り上げた。そ してそれぞれ研究主題の明

確化に努め,道 徳の時間の充実 を目指 して研究 を進めてきた。具体的には,ね らいとす る価値

にっいての主題を構想するとともに,資 料の収集 ・選定 と活用の工夫を行 った。また生徒の実

態把握 に努め,授 業研究を通 して生徒の実態に即 した授業の在 り方にっいて研究 を進めた。

本研究では,2-(5)は 主 として個 と個の関係 を,4-(1)は 集団倫理 を内容 としているが,両

者 とも集団の中での自分 と他の人々とのかかわりを通 して,人 間 としての生 き方やよ りよい人

間関係を求 めていくという点で共通 している。 これを起点 として,各 分科会では内容項目の と

らえ方 にっいて深 く検討 を加え,結 果を構造図と して表わ した。

実態調査で は,各 研究員の所属校でア ンケー ト調査を実施 し,そ の集計結果に考察を加え,

各学年の指導のね らいとしてまとめた。資料選定に当たっては,内 容項 目の指導にふさわ しい

もの,生 徒の実態に即 した もの,ま たは異なる角度か ら多面的な物の見方を導 き出せ るものな

どの観点か ら資料 を収集 した。その過程で研究員による幾編かの自作資料が創作 された。

道徳の授業では,生 徒自 らが課題を自分 の問題 として深 くとらえ,好 ま しい道徳的価値観を

形成 し,よ りよい人生を切 り開 くための意識付けとなることを意図 した。授業研究 と資料活用

を通 して私達は,道 徳の時間が教師と生徒 との日常生活における好ま しい人間関係が前提 とな

り成立す るということを改めて認識 した。また資料選定の難 しさとともに,授 業 は,教 師によ

る生徒理解 の大切さや内容項 目を深 くとらえることが重要 な要素であることを学んだ。さらに,

生徒一人一人に道徳的価値を自らの成長にとって大切 なものとして深 く自覚 させ るためには,

教師は共 に考えて行 く援助者であるという認識が大切であ るとい うことを学んだことも収穫の

一っであった。道徳の時間の指導 によって生徒が道徳的価値観 を形成 し,人 格の内面的充実を

図 ることはもとより,学 校の全教育活動 を通 して行われる道徳教育 によって も道徳的実践力が

高め られてい くことは言 うまでもない。今後 は,学 校教育全体 を通 して行 う道徳教育の充実 と

共に,人 間 としてのよりよい生 き方を深 める道徳の時間 の指導 の工夫 について もさ らに研究 を

重ねていきたい。
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